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目的　本調査では、「高齢者が年をとったと感じること」を「老いの意識」、「高齢者が自らを老人であ

ると認めること」を「老人意織」と名付け、「老いを感じること」が即ち「老人であると認めること」を

意味するのかを明らかにするため、ロジスティツク回帰分析で、「老いの意識」／「老人意識」の有無の

予測に有効な変数を推測し、さらに「老いの意識」と「老人意識」との相違を検討する。

方法　60歳以上の男女421名を対象に、「老いの意識」、「老人意識」、それらの形成に関連する要因と

想定される質問項目などで構成されたアンケート調査を行った。

結果　「老いの意識」の有無の予測に有効な変数として、「老いの捉え方」。「生活満足度」、「世帯数」。

　「衰退意識」が得られた。影響の方向性を考慮してまとめると、「老いの捉え方が否定的であり、生活に

満足しておらず、世帯数が少なく、衰退意識を持つ人」ほど。老いを感じていると答える。ただし、生活

満足度は有意ではなかった。「老いの意識」と最も強く関連のある変数が「老いの捉え方」であった。

　「老人意識」の有無の予測に有効な変数として、「老いの捉え方」、「性別」、「年齢」、「世帯数」。

　「孤独感」、「衰退意識」が得られた。影響の方向性を考慮してまとめると、「老いの捉え方が否定的で

あり、女性であり、年齢が高く、世帯数が多く、親身になって話を聞いてくれる相手が多く、衰退意識を

持つ人」ほど老人であると答えやすい傾向がある。「老いの意識」の有無を予測する変数と比較すると、

種類や影響の方向性が異なる。また。①老いの意識を持つ人の約21%の人が自らを老人と認めていない

こと、②両者を感じる理由に異なる項目が多く見られること、これらを考慮すると老いの意識と老人意識

ガ全く一致するとはいえず、「老いの意m.」と「老人意識」を同様に扱うことは安易であると考えられる。
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［目的］咀禰能力の維持は生活機能の維持に関連があると考えられるが，高齢者では加齢

につれて現在歯は減少し，咀嘔能力も生活機能も低下することがこれまでのわれわれの調

査から認められている。今回は咀場能力と生活機能の関連性をより明らかにするために対

象者の年齢幅を限定して調査した。

［方法］岡山市内の旧制中，旧制高女（現高校）の同窓会名簿から71, 72歳に相当する卒

業年度の市内自宅在住者（男74名，女31名　計105名）を対象者とした。また，われわれの

既報の調査のうちから71, 72歳の者（男6名.女18名　計24名）の結果も一部これに加えて

検討した。調査内容のうち歯の現状，生活機能（老研式活動能力指標を使用）は面接調査

により，咀噛能力はチューインガム法（溶出糖量）により評価した。

［結果］調査対象者105名の歯の現状は，現在歯のみの者14.3％,局部義歯の者69.5％,

総義歯の者16.2％であった。平均現在歯数は15.1±10.3歯（平成5年歯科疾患実態調査報

告では同年令で10.9歯）で，平均溶出糖量は0.77±0.29g （n ＝103）であった。現在歯数

が多い者ほど咀哺能力は高かった。機能歯として20歯以上有する者でも残存現在歯数が多

い者ほど咀哺能力は高くなる傾向を示した。平均生活活動能力得点（13点満点）は12.1±

1.8点で，咀嘔能力が高い群ほど生活機能が高い傾向が認められた（r ＝0.63）。また，過

去に本研究室で調査した施設生活者の結果も加えて検討しても同様の結果が認められた

（r =0.71）。施設生活者の咀噛能力（0.63±0.36g）も生活活動能力得点（9.0± 3.5点）

も自宅生活者のそれらと比較すると明らかに低かった。
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